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　　新しい年が明けましたが、明けた途端、厳しい寒さが続いていますね。
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　　この年末年始、皆さんの多くは恐らく・・・、周りの幸せそうな景色とは異なった世界の中で過ごされていらっしゃったのではないかと思います。「昨年の今頃は・・・」と、おつらい思いを抱えて、必死
に耐えながら過ごしていらっしゃった方もおいでになるかと思います。

　本当につらいですよね。しんどいですよね。二度と戻れない時間の世界に生きて
いる私達にとって、本当に悔しくて、つらくて苦しくてたまらない日々ですよね。

　皆さんの中には、時間が止まってしまったままの方もおいでになると思います。
しかし、世の中の時間は確実に進み、『今』はどんどんと過ぎ去っていっています。
　だからこそ、余計、周りとの落差を感じて、孤独感や孤立感を感じられる方もいらっしゃることかと思います。

　今、どんなに苦しくてたまらなくても、じっとしていられない位に苦しくて、大声で喚きたい程つらくても、世の中の時間が動くのにつれて、ほんの少しずつ、少しずつですが、皆さんのお気持ちも、変化していきます。

　悲しみは消えることはないかと思います・・・。

でも、ほんの少しずつですが・・・、『悲しみの量と質』が変わっていきます。悲しみを抱えながらも、笑ったり、食べ物に「美味しい」と感じることができるようになったり・・・。

　どうぞ、ご自分の心の力を信じて、今は無理をしないで、今の自然な思いを大切になさってくださいね。
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≪昭和生涯学習センターへの案内図≫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【交通機関のご案内】
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≪夫を癌で失うということ≫
『癌告知から４ヶ月後、夫は永遠に帰らぬ人となりました。 癌と告知された日から最期を迎えた日まで、そして残された３人の子ども達との生活をありのままに伝えていきます。』
とタイトルされたブログが、この１月４日に開設されました。

開設したのは、昨年７月に４７歳のご主人様を癌で亡くされた、三重県在住のラベンダーさんです。
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３人の男の子（小学生～大学生）のお母様でもあるラベンダーさんが、ご主人様との思い出や闘病生活の日々、そして今の母子４人の生活の中での様々な思いを綴っています。

一度ご訪問なさってみてくださいね！

ブログのアドレス　　http://junko0106.mie1.net/
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★≪パステルシャインアートセラピー≫講座のご案内
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　名古屋市では、母子家庭のお母さまや父子家庭のお父さまが、より安定したお仕事に就けるようさまざまな就業支援、自立支援を行っています。
　その中の一つに、『高等技能訓練促進費』　というのがあります。

　これは、『ひとり親家庭の母または父の修学期間中の生活の安定を図るため、２年以上養成機関で修学する場合において、修学期間中に、全期間、一定額を支給します。』というものです。

ひとり親家庭で児童手当の受給者の方が、就職・転職・スキルアップの為に必要な資格を取る場合、専門学校や大学等の養成機関に通っている間（通信制の学校でもＯＫです）、生活の負担を軽くするための制度です。
　対象となる資格は、看護師、保健師、助産師、保育士、栄養士、美容師、理容師、介護福祉士、作業療法士、理学療法士の１０の国家資格で、平成２４年３月３１日までの修学開始者が対象となっています。

　生活状況等の様々な条件等もありますので、対象となる資格の取得をお考えの方は、お住まいの区の区役所民生子ども課へご相談ください。また、現在すでに対象資格の取得のための学校に在学中の方は、至急、区役所民生子ども課へご相談くださいね。
詳しくは、『母子家庭等就業支援センター名古屋市相談室(ジョイナス.ナゴヤ)』のＨＰをご覧ください。

『ジョイナス.ナゴヤ』のＨＰ　　　http://www.joinas-nagoya.jp/
　この制度は、名古屋市以外の各自治体でも行っていますので、お住まいの地域の役所へお尋ねくださいね。
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　三が日も過ぎて、また普段の日常生活が戻ってきましたね。
　我が家には、野良猫出身＆捨て猫出身の猫が６匹いるので、私はお正月だろうが

何だろうが、どこにも行かずに、じっと自宅内にこもっていました。

　年末には、野良猫出身の末っ子姉妹２匹（共に１歳）が、天井裏に上がって遊び回る

という楽しみを見つけてしまい、ついに居間の天井板が１枚、突然落ちてくる・・・という

事態になりました。

　びっくりです！！天井板って、こんなにも簡単に落ちちゃうんだ～、ってことの方がびっくりでした！
　当の張本人の２匹の猫達は、びっくり眼で、穴が開いた天井から“下界”の人間を眺めておりました。

　この光景を見ながら私は・・・、今、天国にいる人達は、いったいどういう思いで、下界の私達を見ているのかなあって、そんなことを考えてしまいました・・・。

誰よりも、私達の、どうしようもなく苦しい思いを理解してくれているであろう、私達の大切な人達・・・。
今年も皆さんと、“悲しい出会い”で出会ったこの繋がりを大切にしていきたいと思っています。
大切な人を亡くした方の集い＜ゆきあかりの会＞代表　　近藤浩子

❤ゆきあかりの会の集いへご参加くださった皆様へ❤








【日程と会場】


第２４回　　　２０１０年３月７日（日）　　昭和生涯学習センター　　３階　　視聴覚室


〒466-0023　名古屋市昭和区石仏町1-48　(地下鉄鶴舞線及び桜通線「御器所」駅下車


☆　会場への交通案内は次ページの地図をご覧くださいね！！


【時間】　　　　１３時１５分に開始し、１６時までには終了致します（受付；１３時～）。


【ご参加のお申し込み方法】


参加のお申し込みは、３月５日（金曜日）までに、事務局：近藤浩子宛てにお申し込みください。


２回目以降の方も、出席者数を把握する為にご連絡をくださいね❤


参加費はお一人１０００円です。当日、会場の受付でお支払いください。





＜ゆきあかりの会　事務局＞


　　　　　　　　　　　代表　　近藤浩子（臨床心理士）　　Phone　　０９０－３９０９－４５１５





ＦＡＸ　　０２０－４６６９－４２０６　　　　  e-mail   yukiakarinokai@yahoo.co.jp　�＜ゆきあかりの会＞ホームページ　　　　　   http://www.will.obi.ne.jp/yukiakari/


　　





★次回３月のゆきあかりの会の集いのご案内です！
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◆地下鉄東山線「栄」駅下車


　サカエチカ８番出口　


　（地下鉄８番出口ではありません）


　南へ徒歩７分





◆地下鉄名城線「矢場町」駅下車


　　６番出口から西方へ徒歩５分





ナディアパーク内デザインセンタービル９階


名古屋市青少年文化センター


研修室


名古屋市中区栄３－１８－１
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� INCLUDEPICTURE "../../../../../../../../../Users/kondou/Documents/地図「名古屋市青少年文化センター」.gif" \* MERGEFORMAT ���





◆地下鉄鶴舞線及び桜通線


「御器所」駅下車


②番出口から南へ300M


③番出口から南東へ300Ｍ





◆集い開始：１３時１５分～


（受付開始：１３時～）





◆個人住宅やマンション等が並ぶ街の中にある、３階建てのレンガ色（茶色）の建物です。





≪寒い冬…、長過ぎる夜…、体を温めてくれるハーブティーのご紹介≫





◆体を温めるハーブとして、ジンジャー（生姜）を中心にしたお茶です。


　　カルダモン、ジャーマンカモミール等ポピュラーなハーブ同士のブレンドです


ので、寒い冬の日や風邪のひき始めに気軽に作ってみてくださいね。


＜ジャーマンカモミール＞３　：　＜ジンジャー＞３　：　＜シナモン＞１　：　＜カルダモン＞３





◆風邪の予防や風邪のひき始めに効果があるハーブティ―です。


　　体を温めるジンジャーやシナモンに、ヨーロッパで古くから風邪の特効薬として用いられてきたエルダ―フラワーをブレンドしたお茶です。


　　ビタミンＣをたくさん含むローズヒップも加えていますので、風邪の予防にもぴったりです。


＜ジンジャー＞２　：　＜シナモン＞３　：　＜エルダーフラワー＞１　：　＜リンデン＞１　：　＜ローズヒップ＞３





＊数字は、ハーブの量の割合を示しています。　


＊＜ジャーマンカモミール＞及び＜シナモン＞は子宮収縮作用があるので、妊娠中は摂取しないでくださいね。�‘





◆　≪ゆきあかりの会≫では、皆さんから、＜お知らせ＞に載せたいニュースや、亡くなった愛する人への思い


を綴った作品等の投稿も随時募集しています。


この『お知らせ』の配布先は、ゆきあかりの会の集いにご参加くださったご遺族の皆さんです。


また、≪ゆきあかりの会≫のホームページでも掲載しています。















































�





�





�





�





�





あしなが育英会文集「亡きお父さん、お母さんへの手紙」のご紹介

















　　　　　





あしなが育英会及びあしながレインボーハウスの共編で昨年７月に発行されました、『亡きお父さんお母さんへの手紙－全国小中学生遺児のつどい参加者の作文集－』を、皆様にご紹介します。


　　以前、このゆきあかりの会の「お知らせ」でもご案内申し上げましたが、「あしながレインボーハウス」では毎年、親を亡くした子供達を対象とした心のケアプログラムを様々企画して、実施しています。


　その中の一つが、『全国小中学生遺児のつどい』です。勿論、小中学生だけでなく、保護者とご一緒であれば幼稚園児の参加も可能ですし、遺児だけでなく、保護者の方のご参加も可能です。


　この作文集は、『全国小中学生遺児のつどい』に参加なさった幼稚園児から中学生の子供達の、亡きお父さんやお母さんに向けた言葉や、集いに参加した感想が掲載されています。


　また、保護者の方々も、亡き配偶者への思いや、子供たちへの思いなどを綴っています。


　子供達はおとなと異なり、自分の思いを言葉で表現することがあまり得意ではありません。


また、子供特有の“世界観”により、自分の心の中を、本音を、親御さんを


はじめ、おとな達に明らかにすることを避けがちです。


　特に思春期の子供達は、≪反抗期≫という時期にも重なる為、親や周り


のおとな達を意識的に避けたり、批判的になったり、かえっておとな達を


困らせたり、困惑させたり、怒らせるような言動を取ることも多々あります。


　その為に、親御さんや周りのおとな達は子供達をなかなか理解できず、それ


どころか、「困った子」、「問題児」と見がちになります。その上、おとな達は子供


達の心がつかめず、強い不安感を感じたりします。


　でも、実は子供達は、自分の思いをうまく、おとな達に分かるような手段で伝えることが苦手だったり、照れがあり、自分の悲しみや寂しさをストレートに表現しづらいのです。


また、悲しみをストレートに表現するということは、「愛する親の死」という、子供にとって、これ以上深い悲しみはない、『変えようのない目の前の現実』に一人で直面することになり、とても耐えがたい苦しみです。


日常生活では自分の素直な思いを表現しにくい子供達が、「集い」という安心感や安全感に満ちた空間で、ボランティアの学生達等の心温まるケアによって、傷いてボロボロになった「自分」を素直に表現して、少しずつ再び笑顔を取り戻していく・・・、大きな力になっている様子が、この作文集には表現されています。


とても心を動かされる文集です。





【問い合わせ先】　　　あしなが育英会　　TEL）０３－３２２１－０８８８　　　　FAX）０３‐３２２1-７６７６


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　e-mail） � HYPERLINK "mailto:info@ashinaga.org" �info@ashinaga.org�      ＨＰ）　http://www.ashinaga.org


        


　


　











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





≪第３回パステルシャインアートセラピー≫の講座をご案内いたします


　　『パステルシャインアート』とは、パステル画材を粉状に削って、化粧用コットンなどで画用紙に、好きなように色を混ぜながら塗って絵を描いたり、グリーティングカードや絵手紙など作るヒーリングアートです。　


　直接、絵を描くのではないので、絵の上手下手には全く関係がありませんし、年齢も、


お子様からご高齢の方までどなたでも簡単に、そして奇麗に作ることができます。


　パステル画材の特徴である、とても優しい色合いを用いて、コットンや直接指を使って、


色を好きなように混ぜ合いながら絵を描いていくことは、とても大きなヒーリング効果を


持っています。


ワークショップの講師は・・・、≪ゆきあかりの会≫代表の近藤浩子です。


　幼稚園時代から絵を描くことが大の苦手で、おとなになった今でも（既に更年期！！）、幼稚園児並みの絵しか描けない私が≪日本パステルシャインアート協会≫インストラクターの資格を取れたのですから、難しい技術や絵の才能は必要ではないということがご想像できるのではないでしょうか？


　来年１月と２月に、≪ゆきあかりの会≫と、私が主宰しているカウンセリングルーム≪グリーフケアサポートオフィスリベラ≫との共催で、ゆきあかりの会の集いの参加者及び、一般の方々を対象にして、第３回目の、≪パステルシャインアートセラピー≫のワークショップを開催することになりました。


　パステル画材の優しい色合いをコットンや指で塗って作品を作り上げ、その作品をお持ち帰りになり、お手元に置いてくださることで、毎日毎日つらさや悲しみの中で必死に生き抜いていらっしゃる皆様が、ほんのひと時でも、癒しとほほ笑みの時間を体験くださればと願っています。


　下記のとおりに開催しますので、もしご参加ご希望の方がおいでになりましたら、≪ゆきあかりの会≫事務局の近藤宛にお申し込みください。


　なお、この日時ではご都合が悪い方でも、今後、継続的に≪パステルシャインアートセラピー≫のワークショップを開催していく予定ですので、ご都合の良い時においでくださいね。


記


１．日時・会場　　　　　　　� eq \o\ac(○,Ａ)�２０１０年１月３１日（日）９：４５～１１：４０（受付９：３０～）


名古屋市中区栄　　ナディアパーク９階名古屋市青少年文化センター第３研修室


　　　　　　　　　　　　　　　　� eq \o\ac(○,B)�２０１０年２月１１日（木・祝日）９：４５～１１：４０（受付９：３０～）


名古屋市中区栄　　ナディアパーク９階名古屋市青少年文化センター第５研修室


≪会場の地図及び交通案内は次ページに記載しています≫


２．参加費　　　　　　　　おひとり　３０００円


　　　　　　◆描いた作品を飾る額縁をご希望の方は、１個１０００円でご購入ください。


３．お持ちくださる物　　　●黒鉛筆　●ウェットティッシュ　●もしあれば化粧用コットン　●もしあればペン型修正液


　　　　　　　　　　　　　　　　　◆パステル画材や画用紙などは事務局で用意致します。


　　　　　　　　　　　　　　◆できれば・・・、あまり奇麗な服装ではおいでにならない方が良いかも・・・しれません。


４．プログラムの内容　　　　� eq \o\ac(○,Ａ)�� eq \o\ac(○,Ｂ)�共に同じ内容のプログラムですので、ご都合の良い日にご参加ください。


①『円』を描こう　　　　②『ハートの絵手紙』を描こう


５．定員　　　　　　　　　７名／回


６．お申込み期限　　　� eq \o\ac(○,Ａ)�　１月２９日（金）　　　　　　　� eq \o\ac(○,Ｂ)�　２月９日（火）








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





ナディアパーク９階名古屋市青少年文化センター研修室の


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地図及び交通案内
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❤ご主人様を癌で亡くされた方のブログをご紹介します❤





ご存知ですか？名古屋市の『ひとり親家庭への就業支援』について①
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